
学校番号 218 

 

平成 31 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 （学）英語演習 ４ 第３学年 
transfer 英語総合問題演習 

コース C（桐原書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 英語演習は、主に大学進学に向けて力をつけたいと思っている進学希望者向けの授業です。授業では、

英語を「読む」「聞く」「話す」「書く」力をバランスよく鍛えます。また、①英語の長文を自分の力で

読み、問題が解けること、②進学先の英語の授業についていけること、③自分の力で英語学習を進めて

いけることをめざしていますので、あきらめずに色々な課題に前向きに取り組むことが求められます。

発展的な内容を扱いますので、進学への関心が高く、英語長文や文法の学習を積極的に進めたいと思っ

ている人に適しています。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（２単位）及び「英語演習」（４単位） 

      実用英語（２単位）、エンジョイ・イングリッシュＢ（４単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・ 

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 

・挨拶や簡単な自己

紹介を即興で行う

ことができる。 

・身近な話題（学校・

趣味・将来の夢な

ど）について、絵

や写真などを利用

したり簡単な語句

や文を使ったりし

て、自分の気持ち

や考えを相手に伝

わるように話すこ

とができる。 

・学んだ内容につい

て、ワークシート

等を使った準備を

すれば、概要・感

想・意見を述べる

ことができる。 

・身近な話題や学ん

だ内容について、

ワークシート等を

使って準備をすれ

ば、話し合ったり

意見の交換をした

りすることができ

る。 

・イン

タビュ

ー 

 

・プレ

ゼンテ

ーショ

ン 

 

・ワー

クシー

ト 

 

・スピ

ーキン

グテス

ト 

・学んだ内容につい

て、キーワードが与

えられれば、要約す

ることができる。 

・つながりを示す語や

フレーズを適切に用

いて、分かりやすい

文章を書くことがで

きる。 

・身近な話題や自分の

ことについて、ワー

クシート等を使って

準備をすれば、５文

程度で具体的に書く

ことができる。 

 

・ワーク

シート 

 

・小テス

ト 

 

・定期考

査 

 

・教室内で用いられ

る英語は、自然な

スピードで話され

てもほぼ理解で

き、行動に移すこ

とができる。 

・教科書のリスニン

グ活動で聞く英語

は、ある程度のま

とまりのある話や

会話であっても、

概要や要点を捉え

ることができる。 

・初めて聞く英語で

も内容や大切な情

報をある程度聞き

取ることができ

る。 

・インタ

ビュー 

 

・ワーク

シート 

 

・定期考

査 

・自主的に辞書を使

いながら英文を精

読し、要点や詳細

を捉えることがで

きる。 

・英文を読み、概要

や書き手の言いた

いことを理解する

ことができる。 

・読んだ内容につい

て簡単な意見や感

想を述べることが

できるように、考

えながら読むこと

ができる。 

・意味内容が聞き手

に伝わるように音

読することができ

る。 

 

・ワーク

シート 

 

・インタ

ビュー 

 

・音読テ

スト 

 

・定期考

査 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動に参

加しているかを、以下の方法

で実施。 

・辞書調べ 

・ペアワーク 

・音読テスト 

・スピーキングテスト 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を、以下の方法で実施。 

・インタビュー 

・プレゼンテーション 

・スピーキングテスト 

・ワークシート 

・定期考査 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を、以下の方法で実施。 

・インタビュー 

・ワークシート 

・音読テスト 

・定期考査 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを、

以下の方法で実施。 

・インタビュー 

・ワークシート 

・小テスト 

・定期考査、 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

UNIT 01 

（８時間） 

名探偵シャー

ロック・ホーム

ズを生み出し

た作家アーサ

ー・コナン・ド

イルが出会っ

た、あるタクシ

ー運転手との

有名なエピソ

ード。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークで互いに

協力しアーサー・コナ

ン・ドイルとタクシー

運転手を演じる。 

・ワークシートを利用

し、アーサー・コナン・

ドイルとタクシー運転

手の対話をペアワーク

で練習する。 

・ペアワークで互いに

協力しながら対話の練

習を続けている。 

・ペアワークを観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・アーサー・コナン・

ドイルとタクシー運転

手との対話を、聞き手

に伝わるようにペアワ

ークで表現することが

できる。 

・ワークシートを利用

し、アーサー・コナン・

ドイル・タクシー運転

手の対話をペアワーク

で練習した後、発表す

る。 

・大きな声で身振り手

振りを交えながら、表

情豊かに発表すること

ができる。 

・ペアワークを観察す

る。 

・ペアごとにパフォー

マンステストを行う。 

「外国語理解の能力」 

・タクシー運転手がア

ーサー・コナン・ドイ

ルの名前を言い当てる

に至った経緯を説明す

ることができる。 

・ワークシートを利用

し、タクシー運転手が

アーサー・コナン・ド

イルの名前を言い当て

た理由を列挙し要約す

ることができる。 

・タクシー運転手がア

ーサー・コナン・ドイ

ルの名前を知ることに

なった４つのヒントと

最大の理由１つを説明

することができる。 

・授業中の質問・ワー

クシート・定期考査で、

左記の内容を適切に表

現できているか確認す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・時制を意識し、文章

の内容を理解する。 

・アーサー・コナン・

ドイルの功績やフラン

スの地理について理解

する。 

・過去進行形、be about 

to do、間接疑問文、時

制の一致が入った文章

を読解する。 

・フランスの地名を地

図上で確認する。 

・過去進行形、be about 

to do、間接疑問文、時

制の用法を理解してい

る。 

・パリとマルセイユの

位置関係を理解してい

る。 

・授業中に質問し、そ

の内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識が身

に付いているかを判断

する。 

UNIT 02 

（８時間） 

ベンとジェフ

のけんかにつ

いて、スティー

ブとマイが話

をしていると

いうシチュエ

ーションの会

話文。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ベンとジェフのけん

かの様子について、ス

ティーブの説明を受け

るマイの立場から理解

しようとする。 

・ベンとジェフのけん

か、スティーブとマイ

の会話の内容を、語句

の意味を詳細にとらえ

ながら確認する。 

・ベンとジェフのけん

かの様子に疑問を感じ

その実情を知ろうとす

るマイの気持ちを理解

しようとしている。 

・授業中に質問し、英

文内容を理解しようと

しているか確認する。 

「外国語表現の能力」 

・グループで役割を決

めベン・ジェフ・先生・

スティーブ・マイにな

りきり、聞き手に伝わ

るようにけんかや会話

の内容を再現すること

ができる。 

・ワークシートを利用

し、ベン・ジェフ・先

生によるけんかの場

面、スティーブ・マイ

による会話の場面をグ

ループワークで練習し

た後、発表する。 

・会話場面と回想場面

を分かりやすく演じ分

けながら、大きな声で

身振り手振りを交えつ

つ、表情豊かに発表す

ることができる。 

・グループワークを観

察する。 

・グループごとにパフ

ォーマンステストを行

う。 

「外国語理解の能力」 

けんかの実際の状況や スティーブとマイの会 マイの疑問点や慣用句 ・授業中の質問・ワー



マイの疑問点について

理解し、要約すること

ができる。 

話、ベンとジェフのけ

んかの内容について要

約する。 

の用法等を理解し、概

要や要点をとらえた上

で、適切に説明するこ

とができる。 

クシート・定期考査で、

左記の内容を適切に表

現できているか確認す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文脈に応じ完了形の

意味を正しく理解す

る。 

・英語の慣用句とその

意味について理解す

る。 

・完了形の文章を読解

する。 

・ jump down one’s 

throat、in the nick of 

time の意味を理解す

る。 

・完了形の用法を理解

している。 

・左記の慣用句につい

て、文字通りに解釈し

た時に想定される意味

を踏まえ、本当の意味

を理解している。 

・授業中に質問し、英

文内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識が身

に付いているかを判断

する。 

UNIT 03 

（８時間） 

飛行機で旅行

をしたときに

起 こ る 「 jet 

lag （ 時 差 ぼ

け）」に関する

説明文。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・時差ぼけのメカニズ

ムと対処法について理

解しようとする。 

・時差ぼけの原因に関

係する time zone（時間

帯）について、具体例

をイメージしながら理

解しようとしているか

確認する。 

海外旅行の具体事例を

提示した際に、超える

時間帯を基に時差を自

分で計算しようとして

いる。 

・授業中に質問し、そ

の内容を理解しようと

しているか確認する。 

「外国語表現の能力」 

・ある国に旅行した時

に起こる時差ぼけのメ

カニズムとその対処法

について、聞き手に伝

わるように説明するこ

とができる。 

・行きたい旅行地を１

つ選択し、そこに移動

するのに起こる時差と

時差ぼけの対処法につ

いて説明する文章を書

いた後、発表する。 

・要点を整理し、大き

な声で身振り手振りを

交えつつ、表情豊かに

発表することができ

る。 

・個人のライティング

活動を観察する。 

・個人ごとにパフォー

マンステストを行う。 

「外国語理解の能力」 

・時差ぼけのメカニズ

ムと対処法について要

約することができる。 

・時差ぼけのメカニズ

ムと対処法について、

キーワードを基に要約

する。 

・要点を整理し、適切

に表現することができ

ている。 

・授業中の質問・ワー

クシート・定期考査で、

左記の内容を適切に表

現できているか確認す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞を使った文章

を正しく理解する。 

・海外旅行したときに

時差ぼけが起こりやす

い・起こりにくい例を

理解する。 

・助動詞を使った文章

を読解する。 

・様々な海外旅行の事

例から、時差ぼけが起

こりやすい・起こりに

くい例を整理する活動

を行う。 

・助動詞の方法を理解

している。 

・海外各国の地球上に

おける位置を理解し、

時差を計算している。 

・授業中に質問し、そ

の内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識が身

に付いているかを判断

する。 

UNIT 04 

（10 時間） 

ジェイムズと

その恋人アン

ナの物語。アン

ナと口げんか

をして気まず

くなってしま

ったあとのジ

ェイムズの苦

悩を中心とし

て話が展開し

ていく。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ジェイムズとアンナ

の感情の動きについ

て、物語前後の２人の

やり取りも想像しなが

ら、詳細に理解しよう

とする。 

・物語前後のジェイム

ズとアンナのやり取り

をペアで自由に考え、

本文内容を連動させた

スキットを作成・発表

する。 

・ペアで協力しながら、

スキットを作成してい

る。 

・ペアワークでスキッ

トを作成している様子

を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・ジェイムズとアンナ

のやり取りについて物

語前後の様子も含めた

スキットを作成し、発

表することができる。 

・物語前後のジェイム

ズとアンナのやり取り

をペアで自由に考え、

本文内容と連動させた

スキットを作成・発表

する。 

・聞き手に伝わるよう

に、セリフ・声のトー

ン・表情・身振り等を

工夫しながら表現する

ことができている。 

・ペアワークを観察す

る。 

・ペアごとにパフォー

マンステストを行う。 

「外国語理解の能力」 

・アンナの本当の気持

ちをジェイムズが理解

するに至った経緯を要

約することができる。 

・物語の概要について

キーワードを基に要約

する。 

・要点を整理し、適切

に表現することができ

ている。 

・授業中の質問・ワー

クシート・定期考査で

先の内容を表現できて

いるかを確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・感情を表す受動態の

用法を理解する。 

・感情を表す受動態の

英文を読解する。 

・感情を表す受動態の

用法を理解している。 

・授業中に質問し、英

文内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識の定

着度合を判断する。 



UNIT 05 

（８時間） 

まだ「お金」と

いうものがな

かった時代か

ら、アメリカで

現在使用され

ているような

紙幣ができる

までの、「お金

の歴史」につい

ての説明文。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・各時代・場所におけ

るお金の使われ方を想

像し、利点と問題点を

考えようしている。 

・英文を読み、各時代・

場所におけるお金の利

点と問題点について考

え要約する。 

・各時代・場所におけ

るお金の使われ方を具

体的に想像することが

できている。 

・授業中の質問・ワー

クシートにより、内容

を理解しようとしてい

るかを確認する。 

「外国語表現の能力」 

・お金の歴史について、

各時代・場所ごとに利

点と問題点をまとめ、

聞き手に伝わるよう発

表することができる。 

・お金の歴史について、

各時代・場所ごとに利

点と問題点をまとめた

文章を作成し、発表す

る。 

・要点を整理し、大き

な声で身振り手振りを

交えつつ、表情豊かに

発表することができ

る。 

・個人のライティング

活動を観察する。 

・個人ごとにパフォー

マンステストを行う。 

「外国語理解の能力」 

・お金の歴史について、

各時代・場所ごとに利

点と問題点を整理し要

約することができる。 

・各時代・場所におけ

るお金の特徴につい

て、キーワードを基に

要約する。 

・要点を整理し、適切

に表現することができ

ている。 

・授業中の質問・ワー

クシート・定期考査で、

左記の内容を適切に表

現できているか確認す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞を使った文章

を正しく理解する。 

・各時代・場所におけ

る経済や文化を理解す

る。 

・不定詞を使った文章

を読解する。 

・各時代・場所におけ

る人々の生活について

考える。 

・不定詞の用法を理解

している。 

・各時代・場所におけ

るお金が、人々の生活

の知恵であることを理

解している。 

・授業中に質問し、そ

の内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識が身

に付いているかを判断

する。 

UNIT 06 

（８時間） 

 

ナイキ（Nike）

とアシックス

（ASCIS）とい

う、人気の有名

スポーツメー

カー２社の成

り立ちと関わ

りについて説

明する文章。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ナイキとアシックス

の成り立ちと関わりに

ついて理解しようとし

ている。 

・英文を読み、ナイキ

とアシックスの成り立

ちと関わりについて考

え要約する。 

・ナイキとアシックス

の成り立ちと関わりを

具体的に想像すること

ができている。 

・授業中の質問・ワー

クシートにより、内容

を理解しようとしてい

るかを確認する。 

「外国語表現の能力」 

・ナイキとアシックス

のどちらの靴を好むか

について、その理由と

ともに意見を発表する

ことができる。 

・ナイキとアシックス

のどちらの靴を好むか

について、その理由を

示した英文を作成し、

発表する。 

・どちらの靴を好むか

を表明したうえで、具

体的な理由を３つ程度

書いたり話したりする

ことができている。 

・個人のライティング

活動を観察する。 

・個人ごとにパフォー

マンステストを行う。 

「外国語理解の能力」 

・ナイキとアシックス

の成り立ちと関わりに

ついて、要約すること

ができる。 

・ナイキとアシックス

の成り立ちと関わりに

ついて、キーワードを

基に要約する。 

・要点を整理し、適切

に表現することができ

ている。 

・授業中の質問・ワー

クシート・定期考査で、

左記の内容を適切に表

現できているか確認す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞を使った文章

を正しく理解する。 

・戦後の日本・アメリ

カにおける産業発展に

ついて理解する。 

・不定詞を使った文章

を読解する。 

・ナイキ・アシックス

の事業展開について考

える。 

・不定詞の用法を理解

している。 

・ナイキ・アシックス

の事業拡大を日米それ

ぞれの産業発展と関連

づけて理解している。 

・授業中に質問し、そ

の内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識が身

に付いているかを判断

する。 

UNIT 07 

（８時間） 

 

ジョーンズ一

家が動物園へ

出かけたとき

に、息子のトー

マスがフェン

スに落ちる。こ

れをゴリラの

モモが救出す

る、という話。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・動物園でジョーンズ

一家に起こった出来事

について、理解しよう

としている。 

・英文を読み、ジョー

ンズ一家に起こった出

来事について整理し要

約する。 

・ジョーンズ一家に起

こった出来事を具体的

に想像することができ

ている。 

・授業中の質問・ワー

クシートにより、内容

を理解しようとしてい

るかを確認する。 

「外国語表現の能力」 

・動物園でジョーンズ

一家に起こった出来事

について、絵や写真を

用いながら説明するこ

とができる。 

・動物園でジョーンズ

一家に起こった出来事

について整理・要約し

た英文を作成し、発表

する。 

・登場人物の行動や心

情を整理し、大きな声

で身振り手振りを交え

つつ、表情豊かに発表

することができる。 

・個人のライティング

活動を観察する。 

・個人ごとにパフォー

マンステストを行う。 

「外国語理解の能力」 

・動物園でジョーンズ

一家に起こった出来事

について、要約するこ

とができる。 

・動物園でジョーンズ

一家に起こった出来事

について、キーワード

を基に要約する。 

・登場人物の行動や心

情を整理し、適切に表

現することができてい

る。 

・授業中の質問・ワー

クシート・定期考査で、

左記の内容を適切に表

現できているか確認す

る。 



「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞を使った文章を

正しく理解できる。 

・人間とゴリラの行動

の共通点について理解

する。 

・分詞を使った文章を

読解する。 

・ゴリラが子どもにと

った行動について考え

る。 

・分詞の用法を理解し

ている。 

・ゴリラと人間の行動

が似ている場合がある

ことを理解している。 

・授業中に質問し、そ

の内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識が身

に付いているかを判断

する。 

UNIT 09 

（８時間） 

恐竜をテーマ

とした説明文。

恐竜が絶滅し

た理由と、恐竜

の生存の証で

ある化石につ

いての説明。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・大昔を想像しながら、

恐竜が絶滅した理由や

化石ができた理由を理

解しようとしている。 

・英文を読み、恐竜が

絶滅した理由や化石が

できた理由を整理し要

約する。 

・恐竜が絶滅した様子

や化石ができた様子を

具体的に想像すること

ができている。 

・授業中の質問・ワー

クシートにより、内容

を理解しようとしてい

るかを確認する。 

「外国語表現の能力」 

・恐竜が絶滅した理由

や化石ができた理由に

ついて、絵や写真を用

いながら説明すること

ができる。 

・恐竜が絶滅した理由

や化石ができた理由に

ついて整理・要約した

英文を作成し、発表す

る。 

・大きな声で身振り手

振りを交えつつ、表情

豊かに発表することが

できる。 

・個人のライティング

活動を観察する。 

・個人ごとにパフォー

マンステストを行う。 

「外国語理解の能力」 

・恐竜が絶滅した理由

や化石ができた理由に

ついて、要約すること

ができる。 

・恐竜が絶滅した理由

や化石ができた理由に

ついて、キーワードを

基に要約する。 

・要点を整理し、適切

に表現することができ

ている。 

・授業中の質問・ワー

クシート・定期考査で、

左記の内容を適切に表

現できているか確認す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係詞を使った文章

を正しく理解できる。 

・気候や生態系の仕組

みについて理解する。 

・関係詞を使った文章

を読解する。 

・気候や生態系の仕組

みについて考えてい

る。 

・関係詞の用法を理解

している。 

・気候変動や食物連鎖

によって恐竜が絶滅し

たことを理解してい

る。 

・授業中に質問し、そ

の内容を正しく理解で

きているか確認する。 

・定期考査で知識が身

に付いているかを判断

する。 

 

 

 


